
「
み
な
と
ま
ち
」
と
し
て

を
結
び
つ
け
る
課
題

　
臨
海
埋
め
立
て
市
街
地
と
し
て
取
り
上

げ
た
「
関
内
・
関
外
」
「
潮
田
」
「
金
沢
八

景
」
の
３
エ
リ
ア
は
、
東
京
湾
を
囲
む
か

た
ち
で
湾
岸
線
上
に
位
置
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
街
は
個
性
こ
そ
違
え
、
「
人
・
モ

ノ
・
情
報
（
文
化
）
」
が
日
々
の
暮
ら
し
の

中
で
活
発
に
行
き
交
う
舞
台
と
な
る
こ
と

で
、
2
1
世
紀
の
横
浜
な
ら
で
は
の
住
ま
い

方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
て
い

く
可
能
性
に
満
ち
た
”
み
な
と
ま
ち
”
で

あ
る
。

　
最
後
に
、
こ
の
３
つ
の
「
み
な
と
ま
ち
」

な
ら
で
は
の
、
「
職
・
遊
・
学
・
住
」
を
新
し

い
形
で
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
い
く
つ
か

の
動
き
に
つ
い
て
具
体
的
に
紹
介
し
た
い
。

古
き
「
横
演
」
の
新
た
な
再
生

-
-
ま
ち
か
ら
の
情
報
と

文
化
の
発
信

　
関
内
・
関
外
地
区
で
は
、
平
成
1
5
年
度

末
に
M
M
2
1
線
が
開
通
し
、
東
急
東
横
線

と
相
互
乗
り
入
れ
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
開
通
す
れ
ば
、
「
み
な
と

み
ら
い
2
1
地
区
」
と
の
一
体
性
が
高
ま
り
、

ま
た
渋
谷
と
の
結
び
つ
き
が
強
ま
る
こ
と

「
職
・
遊
・
学
・
住
」

が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
横
浜

の
臨
海
都
心
部
全
体
の
求
心
力
が
高
ま
る

と
と
も
に
、
関
内
・
関
外
地
区
の
活
性
化

の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
ま
ち
の
求
心
力
を
強
め
る
た

め
に
は
、
地
域
か
ら
の
新
た
な
情
報
発
信

力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
平
成
1
2
年
２
月
に
関
内
・
関
外
地
区
の

地
元
の
商
業
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
、

専
門
家
や
大
学
の
教
員
、
市
民
団
体
の
リ

ー
ダ
ー
な
ど
幅
広
い
メ
ン
バ
ー
を
集
め
、

「
古
き
横
潰
＝
イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
横
濱
」

（
山
手
や
野
毛
を
含
む
関
内
・
関
外
地
区
）

の
再
生
を
旗
印
と
し
た
「
横
濱
ま
ち
づ
く

り
倶
楽
部
」
が
設
立
さ
れ
た
。

　
こ
の
ま
ち
づ
く
り
倶
楽
部
の
目
的
の
一

つ
は
、
地
元
商
店
街
組
合
や
企
業
、
市
民

団
体
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
と
組
織

を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
個
人
と
個
人
の

心
の
つ
な
が
り
の
場
を
創
り
、
横
浜
に
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
よ
う

と
い
う
も
の
。

　
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
平
成
1
3
年

1
1
月
、
伊
勢
佐
木
町
や
馬
車
道
、
関
内
マ

リ
ナ
ー
ド
、
元
町
な
ど
の
商
店
街
と
と
も

に
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
商
店
街
を
訪

れ
る
市
民
と
が
交
流
に
よ
っ
て
作
品
を
つ

く
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
「
街
頭
藝
術
横
濱

2
0
0
1
～
商
店
街
の
美
術
」
を
横
浜
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
と
連
携
し
、
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
関
内
・
関
外
地
区
に
「
大
学
」

が
な
い
こ
と
か
ら
、
自
ら
街
中
の
あ
ら
ゆ

る
場
所
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
学
び
の
場

を
つ
く
り
だ
そ
う
と
い
う
「
タ
ウ
ン
ス
ク

ー
ル
事
業
」
を
始
め
た
。

　
最
初
の
試
み
と
し
て
、
平
成
1
3
年
７
月

か
ら
２
月
ま
で
「
横
濱
通
養
成
講
座
」
と

題
し
て
、
関
内
・
関
外
の
そ
れ
ぞ
れ
の
街

を
巡
回
教
室
に
、
老
舗
の
主
人
か
ら
大
学

教
授
ま
で
、
横
浜
の
達
人
を
講
師
に
し
た

リ
レ
ー
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
「
遊
（
文
化
）
・
学
」
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
中
心
だ
が
、
最
終
的

に
は
、
建
築
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
服
飾
、
ジ

ュ
エ
リ
ー
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
ど
、
生
活
全

般
に
関
わ
る
製
品
の
開
発
や
商
品
の
組
み

合
わ
せ
で
「
横
濱
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を

デ
ザ
イ
ン
し
、
提
案
創
造
す
る
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
ン
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
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開
か
れ
た
研
究
開
発
組
織
に
よ

る
、
人
・
ま
ち
・
産
業
技
術
の

新
し
い
融
合

　
一
方
、
大
学
や
研
究
機
関
が
ま
ち
と
の

新
た
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
2
1

世
紀
の
横
浜
の
新
し
い
都
市
資
源
と
し
て

の
文
化
や
産
業
技
術
を
創
造
し
よ
う
と
す

る
動
き
も
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。

　
金
沢
八
景
地
区
で
は
、
横
浜
市
立
大
学

が
中
心
に
な
り
、
地
区
の
市
民
団
体
や
専

門
家
等
と
連
携
し
た
地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク

「
横
浜
金
沢
地
域
総
合
研
究
集
団
」
が
発
足

し
た
。
こ
の
研
究
集
団
は
、
平
成
８
年
以

来
、
「
金
沢
八
景
」
な
ら
で
は
の
景
観
や
歴

史
文
化
、
生
物
環
境
の
保
全
や
、
地
域
経

済
の
活
性
化
や
新
し
い
生
業
の
創
出
な
ど

を
目
的
に
、
調
査
研
究
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
金
沢
産
業
団
地
の
企
業
や

金
沢
八
景
地
区
で
活
動
す
る
市
民
団
体
と

と
も
に
「
横
浜
金
沢
ま
ち
博
覧
会
」
を
開

催
し
た
り
、
平
潟
湾
の
生
き
物
調
査
や
、

戦
前
戦
中
の
金
沢
八
景
の
住
民
の
生
活
史

を
掘
り
起
こ
し
、
子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り

や
す
い
形
で
伝
え
る
「
金
沢
百
景
物
語
」

の
出
版
な
ど
を
手
が
け
て
き
た
。

　
近
年
で
は
、
横
浜
国
大
や
関
東
学
院
と

連
携
し
て
八
景
地
区
の
子
ど
も
た
ち
と
商

店
街
と
の
連
携
を
図
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
や
文
化
の
共
通
性

か
ら
近
隣
の
鎌
倉
や
逗
子
、
葉
山
、
横
須

賀
な
ど
と
の
市
町
村
の
境
を
越
え
た
広
域

の
ま
ち
づ
く
り
連
携
、
六
浦
津
を
媒
介
に

し
た
韓
国
の
仁
川
や
釜
山
と
の
「
み
な
と

ま
ち
」
交
流
を
行
う
な
ど
、
地
域
に
根
ざ

し
な
が
ら
世
界
を
見
つ
め
て
幅
広
く
活
動

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
集
団
が
生
ま
れ
て

く
る
の
も
、
大
学
を
持
つ
「
み
な
と
ま
ち
」

な
ら
で
は
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　
潮
田
地
区
で
は
、
鶴
見
工
業
高
校
の

（
仮
称
）
科
学
技
術
高
等
学
校
へ
の
再
編
の

動
き
が
地
域
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
そ
う
だ
。
鶴
見
工
業
は
昭
和
1
1
年
に
鶴

見
工
業
実
習
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
て
以

来
、
京
浜
工
業
地
帯
の
要
（
鶴
見
小
野
）
に

位
置
し
て
、
戦
後
の
復
興
期
か
ら
経
済
の

高
度
成
長
と
と
も
に
、
横
浜
の
「
も
の
づ
く

り
」
を
支
え
る
技
術
者
を
養
成
し
て
き
た
。

　
京
浜
臨
海
部
の
企
業
の
技
術
者
や
経
営

者
の
中
に
も
鶴
見
工
業
出
身
者
が
多
く
、

潮
田
周
辺
の
住
民
に
と
っ
て
も
愛
着
の
あ

る
高
校
で
あ
る
。
そ
の
高
校
が
、
近
年
の

情
報
技
術
や
生
命
科
学
な
ど
の
科
学
技
術

の
発
展
と
、
そ
れ
に
伴
う
知
識
・
情
報
集

約
型
へ
の
産
業
構
造
の
転
換
に
対
応
す
る

た
め
に
、
「
科
学
技
康
高
等
学
校
」
へ
と
生

ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
学
校
で
は
、
従
来
の
専
門
教
育
を

発
展
さ
せ
た
機
械
工
学
、
電
気
電
子
、
デ

ザ
イ
ン
、
建
設
工
学
な
ど
の
学
科
と
と
も

に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
、

環
境
科
学
や
生
物
科
学
な
ど
の
時
代
に
対

応
す
る
新
し
い
学
科
を
新
設
。
ま
た
地
域

に
開
か
れ
た
学
舎
と
し
て
、
小
中
学
校
や

大
学
、
産
業
界
と
の
連
携
を
積
極
的
に
図

っ
て
い
く
と
い
う
。

　
高
校
３
年
間
に
限
定
せ
ず
、
小
、
中
学

校
段
階
か
ら
の
「
も
の
づ
く
り
」
の
人
材

育
成
や
社
会
人
の
リ
カ
レ
ン
ト
も
視
野
に

入
れ
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
た
継
続
的
な
科

学
技
術
の
教
育
の
出
発
点
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。
同
校
を
媒

介
に
し
て
、
京
浜
工
業
地
帯
の
企
業
と
周

辺
住
民
と
の
間
の
結
び
つ
き
が
強
ま
り
、

潮
田
地
区
そ
の
も
の
が
2
1
世
紀
の
職
住
近

接
エ
リ
ア
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
横
浜
の
み
な
ら
ず
、
時
代
の
一
つ
の
潮

流
と
し
て
、
職
・
住
・
遊
・
学
の
機
能
が

分
離
す
る
こ
と
こ
そ
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

き
た
2
0
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
職
・

住
・
遊
・
学
の
機
能
複
合
型
の
ま
ち
づ
く

り
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
横
浜
の
「
み
な
と
ま
ち
」
で
は
、
次
の

時
代
の
歴
史
を
創
る
新
た
な
胎
動
が
起
き

つ
つ
あ
る
。

ア５　第3章　地域にみる横浜の今
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